
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                School     Volunteer 
 
 
                   Kobayashi   Support    Center          
                   

学校向け 

Q１ 

 

 

Q２ 

Q３ 

Q５ 

 
 

 

☆ ボランティアを募集して学校へ紹介。学校からのボ
ランティアの依頼にも応じます。 

☆ 地域学校協働活動を取材させていただきます。取
材後、掲示用の写真(A4版)を学校に届け、中央公
民館にも掲示します。 

☆ 「KSSVC だより」（学校向けと地域回覧用）を発行
し、活動の様子を広く紹介します。昨年度は学校向
けを２０回、回覧用を１２回発行しました。 

☆ 協働活動の実績（活動件数・ボランティアの人数）
を、年に１度集約します。 

☆ 各学校の取組をまとめた「実践記録集」と事務局
の業務をまとめた「１年間のあゆみ」を年度末に作
成し、学校と関係諸機関に届けます。 

☆ 学校・地域コーディネーターの 
研修会を、年に２回開催します。 

【学校では…】 ① 学校の教育活動の充実 (100%) 

② 教職員が子どもと向き合う時間の増加 (66.7%) 

③ 地域に支えられ、応援される学校づくり (100%) 

④ 地域に愛着を持ち、地域に貢献したいと 

考える人材の育成 (90.5%)  
  数字は小中学校２１校の肯定的評価「そう思う＋ど

ちらかというとそう思う」の割合です。(H.30.11月調査)  
【地域では…】 ① 地域住民の生きがいと自己実現 

 (83.3％)  ② 地域住民による社会参画の広がり

（58.3％）  ③ 地域社会の活性化(91.7％) 

④ 学校と子どもたちへの理解の深まり(91.7％)  
  第１回研修会(R元.9.2)でのボランティアの皆さんの

肯定的評価です。 

みなさん こんにちは。 

小林市に来られた先生方 はじめまして！ 
 

Q４ 

 

《 裏面に続きます 》 

細野小 国際交流学習 

動物の名前を
ドイツ語で言っ
てみましょう 

国際 交流員 のトニ ーさん
（シュルト・アントニアさん） 

動物バスケット 

 

英語と似ている
名前もあるな～ 
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2020.4.1 学校向け第 1 号 

野尻小 社会科見学 ３年生 

西小林小 手話講座 

東方小 福祉体験学習 

三松小 小林高校との交流学習 

歴史民俗資料館 

４年生 

ありがとう 

名前を指文字で… 

３年生 

４年生 

とても分か
りやすかっ
たです。 

三松小 ライフ・夢プラン ６年生 

「協働の学校づくり」推進協議会×KSSVC 研修会 

【出席者】
○ 学校・地域コーディネーター
○ 学習支援ボランティア「ひな

もりたい」
○ 教育委員会
○ 遠藤宏美さん（宮崎大学教

育学部准教授）

【内 容】 ◆ 説明 「これからの学校運営協議会 と
地域学校協働活動」  ◆ 講話 「社会に開かれた教育
課程実現のため、学校と地域のあるべき姿」（遠藤さん）
◆ 実践発表 ① 「子どもと地域をつなぐまちづくり」

（内村文彦さん：細野まちづくり協議会会長）
② 「〝三方良し〟の学習支援ボランティア」

（大野聡彦さん：栗須小学校教頭）
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                   Kobayashi   Support    Center          
                   

学校向け 

KSSVC

 

 

１ 教科等の支援

《 裏面に続きます 》 

いろいろな活動とボランティアの皆さん 

学年は旧学年です。 

秋になると、吹奏楽部に、祭りや地域の行事への出
演依頼が寄せられます。「地域の方には普段からお世
話になっているので、何とか協力を」と、顧問の先生に
はお願いしているのですが…。 

 

小林小６年  
「二原遺跡見学」 

小林ガイドボランティア 

南小３年 「出の山ホタルの授業」 

西さん・永井さん： 宮崎県環境保全アドバイザー 

栗須小 「授業の支援」 

学習支援ボランティア 

紙屋中１年 「西諸弁の学習」 

谷山さん： NPO
法人「赤とんぼ」 

細野中 「環境とごみ問題を考える講演会」 

吉丸さん兄弟 

須木小 「公開参観日」 

永田さん： 俳句教室 

古川さん： 被爆体験 

永久津小４年 「社会科見学」 

九州北清 清掃工場 

東方中 「ダンスの授業」 

堀さん： “B FORMATION” 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

2020.4.21 学校向け第 2 号 

【社会科見学等で訪問した施設や事業所】

◆ 市役所・給食センター・図書館 ◆ 水源地・浄水場
◆ アグリサポートセンター こばやしの育苗施設  
◆ 幼稚園・保育園 ◆ 中央消防署・小林警察署
◆ 地域のスーパー・商店 ◆ グンゼ九州工場  
◆ 野尻原用水路 ◆ 歴史民俗資料館 ◆ コスモドーム 
◆ 保育園・幼稚園 ◆ のじりこぴあ

学校での高齢者疑似体験や認知症についての学習
を経て老人ホームやデイサービスの施設を訪問するな
ど、学んだことを生かす活動が増えています。

【事務局より】  取材の際は、提出
いただいた４・５月の計画に沿って、
電話をして伺います。よろしくお願いします。

三松小３年 
「手話講座」 

木の実会 

２ キャリア教育 須木中 「ドリームジャンボ
学園」医療に関わる仕事 

社会福祉協議会・市立病院 

小林中１年 「仕事についての講話」 

山元さん：サーフボード製作者 

三松中１年 「１３歳のハローワーク」 

１４の事業所・キャリア
教育支援センター 

野尻中１年 「ライフ
プランニング」 

ソニー生命保険株式会社 

キャリア教育についてのご相談は
小林キャリア教育支援センターまで。 
【藤田さん： 小林商工会議所 】

近未来ハイスクール 

キャリア教育支援センター 

３ 福祉体験学習

小倉さん(西小林ケアプランセンター
和)・小林市地域包括支援セン
ター・にっこばまちづくり協議会 
 

西小林中3年 「認知症
サポーター養成講座」 

東方小６年 「陽光の里交流会」 

社会福祉協議会 

永久津中３年 
「福祉体験学習」 

紙屋小３・４年 
 「きりしまの園訪問」 

入所の皆さん 

デイサービス
利用の皆さん 
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学校向け 

《 裏面に続きます 》 

交 通 教 室 紙 屋 中 

横断歩道は降り
て、左右を確認 

身を乗り出
して確認 

サドルの高さ、ライト、
ブレーキなどの点検 

生徒代表
による講評 

これからも乗
り方に気をつ
けましょう。 

幸ヶ丘小 

講師は小林警
察署と交通安

全協会の皆さん 

教えてもらった
ことを意識して
生活します。 
 

学校前の横断
歩道でも練習 

三 松 小 

見通しの悪い
交差点では… 

三 松 中 

時速 40km で
の衝突実験 

子どもたちへの

Things will work out! 

細 野 小 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.5.13 学校向け第 3 号 

細 野 中 恒例の新春根性行進の
写真をモチーフに… 

小 林 小 

西小林中 

小 林 中 

紙 屋 中 
新型コロナウイルスに負けずに、

「紙屋魂」で頑張ろう！ 

栗 須 小 

「共同助力は人の道 己の利のみかえりみず 力を
わかち ものをさき 苦しむ者を 泣く者を 助けて共
に楽しまん」 （校門わきにある石碑のことば）

アイデアいっぱいの投稿をありがとうございました。
先生方の熱い思いに触れ、私たちも元気をもらいまし

た。「言葉の力」を改めて感じた次第です。掲載できな
かったメッセージは次号で紹介します。

メッセージの全文は小林市のホームページで読むこ
とができます。

「 」で検索 → 地域学校協働活動事業－
小林市ポータルサイト → 応援メッセージ
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学校向け 

《 裏面に続きます 》 

野 尻 小 

（野尻小からは先生方全員のメッセージが届きました。
ここでは、校長先生の言葉を紹介します）

細 野 小 

東 方 中 

野 尻 中 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.5.27 学校向け第４号 

この後、担任の先生方と保健室の先生のメッセージ
が続きます）

【分野ごとの活動（第２号で紹介）の続きです】

段ボールを使った
衝突実験 

たくさんのメッセージから笑顔と元気をもらいました。

ご協力、ありがとうございました。

※ メッセージの全文は

「 」で検索 → 地域学校協働活動事業－
小林市ポータルサイト → 応援メッセージ

南  小 

須 木 小 

叢
厤
叇 

吊
呄
吡
双
叟
厳
召
友 

  

先
生
叀
参
叐
厒
叠
友

厷
台
厮
元
気
双
登
校
厹

叇
厱
召
厵
叉
可
学
校
又

楽
厹
叠
双
待
叄
叇
厦
叟

去
厓 

 

未
来
叏
叀
叢
双 

 

厘
今
厙
又
厯
召
厵
叉 

可
厮
台
发
叄
叇 

叏
叫
厵
厪
叟
厹
叨
厨
！ 

だ い 
す 

き 
！ 

す 

き 

つ 
子 

４ 安 全 教 育

東方中 「避難
訓練(地震)」 

日本赤十字社宮崎支部 
きりしま支援学校中学部(昨年度) 

三松小「交通教室」 
梅田学園自動車学校 

西小林中 「避難訓練(不
審者対応)」 小林警察署 

つかまれた時の
対応訓練 

野尻小 「緊急時
の受け渡し訓練」 

栗須小 「みかんやまスマイルフェスタ」  

土のう作り 炊き出し訓練 

！ 
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学校向け 

《 裏面に続きます 》 

壁面にはパラオの神話（絵と物語）、パラ
オ諸島の一つペリリュ―島の激戦や戦争
遺跡の写真などが展示されています。

久保松雄さん（ 歳）アバイの室内

⑴ 

⑵ 

 

久保さんはパラオの文化と悲惨な戦争の記憶を
後世に伝えたいという思いから、集会所などに使わ
れた伝統的な建物「アバイ」を自費で建設しました。

⑶

 

パラオの神話を題材にした版画

建物の梁 はり にはパラオと環野のさまざまな生活が描
かれています。須木でデザイン工房を開いている山中悦
郎さんが、久保さんのお話を基に制作したものです。

米軍を迎え撃つ日本軍守備隊

⑴

⑵ 

⑶ 

⑷ 

※ カーバイド： 炭化カルシウムの固
体。水と反応させるとアセチレンガ
スが発生する。照明にも用いた。 海亀の彫刻

「生駒高原 花の駅」
を過ぎて右側です。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.6.8 学校向け第５号 

叔母が産気づき、産婆さん（助産師）を迎えに、環野か
ら片道３時間かけて小林の街へ。無事に生まれました。

 その後、久保さんは花卉栽培を始め、今は息子さん
が後を継いでいます。「戦争は絶対にしたらだめです」。
お話を伺っている時、久保さんは何度も口にしました。 

時代とともに戦争体験者がいなくなり、直接話を聞く
機会も少なくなっています。私たちは過去の反省を糧に
して、未来を築いていかねばなりません。 

パラオの思い出や戦争への思いが少しでも残せれば
と、環野の資料館に何度か足を運び、まとめました。 

久保さんは学校でもお話をしてくださいます。 
依頼される際は事務局まで連絡をお願いします。 

⑴

 
⑵

 
⑶

 
 

さつまいもの植付 

ほんの一瞬だけマスク
を取り、息を止めて、

「はい、ポーズ！」 

協力は東麓営農組合・ＪＡこばやしの皆さん、ＰＴＡ会長さん

幸ヶ丘小 １～４年生 

野尻小 １・２年生 

野 尻 小 幸ヶ丘小 
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                School     Volunteer 
 
 
                   Kobayashi   Support    Center          
                   

学校向け 

《 裏面に続きます 》 

肥料の働きとさつまいも
の植付けを学びました。

 
 

 

「密」防止の「足跡」

細野小 心肺蘇生法の研修 

チッ素は葉、リ
ン酸は実や花、 
カリは根の発育
を促進します。 

雨が降りそうです
が、苗植えにはベ
ストの天気です。 
 

２年技術・家
庭科「栽培」

下沖さん(区

長・農 協理 事)

木村さん(前
ＰＴＡ会長)

○○先生はAED、
○○先生は救急車
をお願いします！ 

ハ ー ト の 両 面 が
大 人 用 と 子 供
用 。「ピッ」と鳴 る
まで押えます。

西小林中 栽培の授業 

紙屋中 薬物乱用・ネット犯罪防止教室 

小林でも大麻栽培
の事例があります。 

溝俣さん
小林警察署

誘 わ れ て も
断る勇気をも
ちたいです。 

小林小 国際交流員訪問 
アントニア・シュルト
さんが１年生３クラ
スを訪問しました。

トニーと呼
んでくださ
いね。 

あたった！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.6.23 学校向け第６号 

案内はガイドボランティア協会の皆さん９名  

須木中 オンライン「先輩の声を聞く会」 

６年生 

Web会議アプリ「ZOOM」を使い、飯
野高校の３年生２人と交流しました。 

２年生です。 

２人は飯野高校の取組や
全国規模のサミットなどに
ついて話してくれました。 

【対話の一部より】 ◇ プロジェクトで「～したらダメ」と叱
られることはありません。「～しては」と、提案やアドバイス
をもらいます。  ◇ 全国規模のサミットに参加して、えび
の市の良さを改めて感じました。また、自分に必要な資質
もわかりました。  ◇ コロナで休校中にズームを使った
高校生の会議を立ちあげました。これから、どんなことをや
れるのか相談していきたいです。 
◇ こんなことがやれるようになりたいと思って、体験活動
に臨んでください。  ◇ 職場体験ではいろいろな人とコ
ミュニケーションをとる力を身に付けたいです。(中学生) 

  

三松小 歴史ウォークラリー 

関 ヶ 原 の 戦 い で 亡 く
なった佐土原藩士の墓
と供養碑があります。 

内待塚 

西軍についた佐土原藩は取
り潰しに。一部の藩士と家族
が堤地区に移住しました。 

読める？ 

広い土地に突き出た
所を「鼻」と言います。 

田中の鼻 

紙屋小・中 合同田植え 

UMKの取材です。 

５年生１２名 
中学生２５名 

（ 日の「のびよ！みやざきっ子」で紹介されます）

栗須小 みどりの少年団結団式
小・中 合同田植え 

栗須小の「みどりの少年団」は、昭和18年に設立さ
れ、77年の歴史があります。花壇の手入れ、一人一
鉢運動、森林体験、募金活動などを行っています。 

４年生 

保護者も一緒にお話
を聞きました。 

主に山の管理
をしています。 

【事務局より】 校長先生・教頭先生・学校コーディネーター
の先生方にはKメールでお伝えしましたが、第１回の
KSSVC研修会は中止します。同じ日に実施していた「協働
の学校づくり」推進協議会は７月６日の予定です。 
 協議や情報交換の機会がなくなりますが、課題や今後の
取組等について、後日、メール等でご意見をお聞きしたいと
思っています。その際は、ご協力をよろしくお願いします。 

川添さん・東原さん
（農業振興課） 



 

 

 

 

 

 

 

 

ｖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                School     Volunteer 
 
 
                   Kobayashi   Support    Center          
                   

学校向け 

※事務局が訪問できない時は、
画像等の提供をお願いします。 フォルダの「投
稿ボックス」をご活用ください。 

《 裏面に続きます 》 

野尻中 災害時の引き渡し訓練 

くすの木文 庫の皆さん
９名による読み聞かせ

小林小 読み聞かせ 

田 植 え 

アントニア・シュルト
さんが１年生３クラ
スを訪問しました。

１～３年生 

小学校区
ごとに誘導

生徒の氏
名を確認

小学校でも訓練
が行われました。

西小林小 ５・６年生 

協力：ＰＴＡ環境整
備部・ＪＡ青年部

細野小 ５年生 
協力：まちづくり協
議会・ＪＡ青年部

栗須小 ５・６年生 
協力：営農組合、みかんやまス

マイル会議、栗須ことぶき会など

幼 稚園 生が見学 と応 援に



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.7.8 学校向け第７号 

幸ヶ丘小 プール開き 

紙屋中 キャリア学習 

生ごみは肥 料にな
り、売られています。 

福祉体験活動 

４年生 

圧縮された廃プラが出て
きました。大分の工場に
運ばれ、再生されます。 

小林総合運動公園 

須木小 清掃工場見学 

２・３年生 

齋藤先生・黒仁田
先生（小林西高校） 

（案内は谷村さん：NPO 法人赤とんぼ）

西小林中 ３年生 

東方中 １年生 

とどかない！ 

指導は、両校とも、社会福
祉協議会の皆さんです。 

災害時対応の
器具「人力くん」 

23ページを
開いて読ん
でください。 

永久津小 社会科見学 ４年生 

圧縮された 廃プラに
自動でラップを巻く様
子を見学しています。 

九州北清 

清掃工場 

小林の可燃ゴミ
を処理します。 
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                School     Volunteer 
 
 
                   Kobayashi   Support    Center          
                   

学校向け 

《 裏面に続きます 》 

紙屋小 さつまいもの苗植え 

野尻小 棒踊りの授業 

４年生 

指導は平原さん・古川さん（東麓新地馬場棒踊り保存会）

【感想より】 ○ 振付は難しいけど、覚えると楽しい。
○ 相手と息を合わせるには、かけ声が大切だと分かっ  

た。 ○ ずっと昔から伝わっているのはすごい。  
○ 戦いの踊りということを聞いたので、大きなかけ声を

出して練習する。 ○ 気をつけることを教えて下さっ
たので、踊る時には棒の使い方に気をつける。  

１～３年生 

【終わりの会での児童の感想より】 
○ 分かりやすく教えてもらって楽しかった。 
○ おいもが大きくなるまで世話をしたい。 
○ 大人になったら いもづくりを やってみたい。

末永さん（社会福祉
協議会須木支所高齢者理解講座 

須木中 ３年生 

野尻小の棒踊り
は平成10年に
始まりました。 

説明と案内は谷村さん（ 法人あかとんぼ） 
 

東方小 清掃工場見学 

廃プラの塊にラップ
を巻いています。

租 税 教 室 須木小 ６年生 

１億円持って
きました。 

重い！ 

講師は柏野さん（須木庁舎住民生活課） 

５年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.7.28 学校向け第 8 号 

DVD

読み聞かせ 

OB

３年生 

野尻中 手話講座 

三松中  

４年生 

細野中 ３年生 

税金がなく
なると…？ 高齢者がいつま

でも働かなくて
はなりません。 

講師は今村さん（小林税務署） 「商業高校で取った
簿記の資格を生かせる仕事として税務署を選びました」

指導は手話サークル
「木の実会」の皆さん 

三松小 岩戸神楽の学習 

神様登場！ 

刀や鈴、笛など
を、手に取って
観察しました。 

小林小 ４～６年生 

「くすの木文庫」
の皆さん９名 

とても熱心に聞
いてくれるのでう
れしいです  ᖩᖪᖫ 

小林中 １・２年生 「小林子ども遊学会」の皆さん 

【事務局より】  ○ 夏休み中の地域の行事や外部講
師を招いての職員研修の予定がありましたらお知ら
せください。 （８・９月の計画表を配布しました）

○ 「地域学校協働活動の課題と方向性」について（意
見聴取）は、学校でまとめても、先生方の分をそのま
ま提出いただいてもかまいません。様々な視点からの
ご意見を伺いたいと思っています。

  本格的な暑さを迎えます。 ご自愛ください。


